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秋田県抱返渓谷産の貝類化石について

増田孝一郎'） 吉田正逸2）

FossilMolluscs丘omDakigaeriKeikoku

inAkitaPrefecture

KoichiroMasudaandSvoitsuYoshida

ABSTRACT

FossilmolluscscollectedbyMr.RyuSatofromtheShintakaFormationdistributedatthe

southeasternslopeofKokageyamaandalsofromtheMatsubaFormationatabout1400meast

ofNatsusehotspringinDakigaeriKeikoku(Gorge),Tazawako-machi,Senboku-gun,AkitaPre-

fecture.wereexaminedbythewriters.ThemolluscanfaunafromtheShiritakaFormationis

characterizedbyKoloﾉ-apedenkag"""α""sﾉ"onhmensis(Masuda),Mだ"/lopeclen〃"zz"αz〃""てz‐

Ⅷﾉ"“(Yokoyama),Placopectenp(it""(7"""s(Nomura),etc.andthatoftheMatsubaFormation

byGlo)ゆα/"""7cﾉ面ss/”ﾉ"""ﾉ(Yokoyama)andハ雌"ﾙ(ﾉ"ccte〃〃’”んbejus(NomuraandHatai).

Thus,itcanbeconsideredthatthegeologicalageofShiritakaFormationisearlyMiddleMio-

ceneandthatofMatsubaFormationismiddleMiddleMiocene,

1．まえがき

秋田県仙北肌田沢湖町1判東部の玉Ill流域の

地寅は，上111(1963),臼田ほか(1980)等が

洲併し，抱返渓谷周辺に分ｲItしている尻高k'l

Tに貝類化石が含まれていることを報告した。

また，高安ほか(1979),高安・小笠llilSii

も尻高層から数祁のu顛化ｲIを報告し，その

地質時代はT期中新世初期であるとしている。

一方，佐藤隆は本地域の'1,影山のⅣj東斜面

(第1図）に分布しているしL高層から多数の

貝顛化ｲ『を採集し，鑑定のため県'1､＃へ持参し

た。筆者等がこの貝頬化石を検討した結果，

この中に新種の巻貝が含まれていることがilll

らかになったので，この巻貝についてはNe-

"/""eosatoiと命端して報告した(Masuda

andYoshida,1990)。

しかし，本地域からの他の貝瀬化石につい

ては，従米リストかあげられているに過ぎな

かったので，今N，尻高Ⅳ#およびその上位の

松葉層からの化禰について検討した結果を報

告することにした。

本:報告のため標本を提供し，現地で採集に

協力してIllいた佐藤pp氏ならびに植物化石

を鑑定して脳いた11擢岡一男4)先生に深く感謝

する次第である。
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第1図化石採集地点(A・B)国土地理院発行5万分の1地形図「角館」

2．地質の概要

抱返渓谷地域の地質については，表に示し

たように上田(1963)によって，下からそれ

ぞれ不整合関係で小沢層，尻高層および松葉

層に区分されている。

小沢層は，石英安山岩溶岩，熔結凝灰岩，

凝灰岩，泥岩などからなり，本地域での分布

は小範囲に限られている。

尻高層は，石英安山岩，同質火山砕屑岩，

石灰質砂岩などよ')なり，これらを貫く粗粒

玄武岩の岩脈も見られる。石英安山岩は繊密

で硬く，柱状節理の発達が著しい。火山砕屑

岩は主として淡緑色の浮石質凝灰岩よりなる。

石灰質砂岩は灰～黒色で硬く，本地域では約

30度南東へ傾斜している。厚さは約150mに及

ぶ。貝類化石は堆穣面に平行（第2図）に，

－ 2－

かな')豊富に含まれているが，破片となって

いるものも多い。また，次のような漂移柚物

化石も含まれている。

Cvdobalanobsisnα"zO芯"j

(Kryshtofovich)HuziokaetTakahashi

Pasα"ねsp.

周"邦"ﾉα？Fbγ〃

これらの他に,D甫乳動物化石，有孔虫化石

なども含まれているが，詳細は不明である。

松葉層は，主として泥岩よりなるが，玄武

岩，石英安山岩，火山磯凝灰岩などを伴って

広く分布している。本層中には貝類化石，有

孔虫化石などが含まれているが，場所により

その量に大きな差がある。
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表地質層序対比表
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第2図小影山南東斜面における尻高層と化石の産状
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3．貝類化石について

（1）尻高層

本層から知られている化石（採集地'.'.',A)

は次の通nである。

Mytilussp.

Kotorapede〃たαganuanusmo"〃(ﾉ“"szs

(Masuda)

Cｿ//a加粥sD

Hac叩“彫れかり/0"”"""s(Nomura)

Placopectensp.

Yabepeden(?)sp.

Mな"/lapGag〃た"2"mz7""ﾉ迩vamai

(Yokoyama)

Acestaomorii(Aoki)

Limatulasp.

Cydocai‘msloga瓶ensis(Nomura)

Cyclocardiasp.

Cvdadicama(?)sp.
〆戸ア

12花aosp.

/NeptuneasatoiMasudaandYoshida

これらのうち，代表的なものについて以下

簡単に説明する。

z)Kりtoﾉ'apedenkagantiα""s脚0"z〃“"SIS

(Masuda)

大型の殻で，足統湾入は浅い。右殻は左殻

よ'Jも少し膨らみ，約10本の強い放射肋を持

つ。放射肋は肋間よりもIllが広<.浅い瀧に

よって多数の細い放射脈に分けられている。

左殻では放射肋は肋間よりもHiが狭いが，右

殻の放射肋と同様に表面は浅い溝で糸Illい放射

脈に分けられている。本種は，宮城県の茂庭

層から最初に記載されたが，その後，本地域

からも報告された（高安ほか,1979;Masuda

andYoshida,1990)。

時代は中期中新-世初期。

h)Mた"んopede〃〃畑z"tzz加況rayamai

(Yokoyama)

大型の殻で，足綜湾入は浅い。右殻には約

9本の強い放射肋と細かい|司心円脈がある。

左殻の放射肋は殻m近くでは屋根状であるが，

腹縁に|Alかつて丸くなる。本種は放射肋と肋

間の境界がIﾘ1瞭で､ある点でi;M似極から区別さ

れる。本種は，蚊初秋田県の須郷田層から記

戦されて以来，各地から報告があり，分布は

非常に広い。

時代はに|]期Il1新世初期。

c)Placupedenprotomo"""s(Nomura)

中剛の殻で,M'tlで膨らみが弱<,m瞭な

足統湾入がある。殻表面には多くの鱗片状の

突起のある糸BKて低い放射肋がある。脱縁部

には比恢的太い放射肋の間に2～3本の細い

放射脈が認められる。他のPlacopectenの仲

間からは，放射肋の特徴で区別される。本郁

は，最初青森県の田の沢層から記救され，日

本海沿岸地域に広く分布している。

時代は中期中新世初期。

d)Cv℃locardiasiogainensis(Nomura)

小型のよく膨らんだ殻で､，殻表には21本内

外の突起した波剛の放射肋がある。肋は殻の

後端部では近接しているが，その｢IIは殻表の

中央部で肋間とほぼ同じとなる。本極は，宮

城県の綱尻屑から岐初に記城されたが，全国

各地から産出か報告されている。

時代は中期中新世初期一中期。

e)NeptuneasatoiMas"血and】6s"忽上z

殻は中型の,'1紡錘形で，約7つの螺層を持

つ。頂角は50度よ'）もわずかに小さい。螺層

は中程度に|膨れ,明瞭な溝で分けられている。

螺層の表面にはIﾘl瞭で丸い螺肋と成長脈があ

る。螺肋は次体層で約10本あ0,巾は肋間と

ほとんど等しいか，わずかに広い。最上部の

低い螺肋は他の螺肋よりも巾が広く，浅い瀧

で分けられている。体層は大きく，上半部は

明瞭な螺肋を持っているが，下半部では螺肋

の|川に細い螺脈が出現している。また,螺肋，

螺脈共に下方に弱くなっている。本極は岩手

県の真柴屑から記敗されたNeptuneahoﾉり""・

gawa"αNomuraに似ているが,殻が小さいこ

－4－
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と，螺層の最上部に広く低い螺肋があること

などの特徴で区別される。

本極は，標本を提供された佐藤隆氏を記念

して命名されたものである。

（2）松葉層

本層からは次の化石（採集地'.',;b)が知ら

れている。

Gloγゆα"""〃cﾉassive"""〃(Yokoyama)

〃吃"ん叩eaE〃pα畑雄”"s

(NomuraandHatai)

これらの化石について以下簡単に説IﾘIする。

a)Gloﾉ幼α"""〃cmssiven""〃(Yokoyama)

中型の縦長の殻で，膨らみは弱い。唄角は

約90度で，三角形の小剛の耳を持ち，足統湾

入は浅い。殻表面に約Ill本の強い放射肋，肋

間肋と成長脈がある。放射肋は浅い術で数本

の倣著な鱗片を持つ放射脈に分けられる。肋

間肋も同様の鱗片を持つ。本種は，肢初石Ill

県の七尾層から記戦され，関東から東北にか

けて広く知られているが，秋田県からはおそ

らく今回の報告が最初であると思われる。

時代は中期中新-世中1り1．
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4．むすび
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田．1986)に属し，秋田県の須郷田層，西黒

沢層，青森県の川の沢層，宮城県の茂庭層な

どに対比されることが明らかになった。また，

松葉層の貝類化石は中期中新世中期の旗立期
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らかになった。

大沢機・角清愛,1958:田沢湖，地質調査所,1:50000

高安泰肋・臼田稚郎・村山進，1979;仙北郡Ill沢湖町

ルj縁に分布する松典層の検討,杖IⅡ大学鉱l｣｣学部地

一ド涜州刑発研究所報告，第45号

高安泰助教授退官記念会,1986:秋日l油田地域新第三

系・鋪I'M系貝顛化fi図鑑

上Ml良一，1963；H1沢湖周辺山地（桧木内川・玉川流

域）の地質屑序，秋ill大学鉱山学部地下盗源開発研

究Jﾘ『州告，鋪28-り・

[-1111靴郎・岡本金一・高安泰肋,1985:旧沢湖，秋川

V.総合地質図I州、l:50000

臼ill碓郎･村llIJII'l石挫雄･間安泰肋･乗富一雄，

1980;角館,miii',1-総合地質Hil,1:50000

－5－



秋田県立博物館研究報告節16号

図版の説明

採集地点A秋田県仙北郡田沢湖町小影山南東斜面（尻高層）

採集地点B夏瀬温泉東方（松葉層）

図版I(採集地点A)

（原寸）

1.Mytilussp.

2.K0"rapedenkagamiα""5moniwaensis(Masuda)

3.C〃αmyssp.

図版IK採集地点A)

（原寸）

4月αcopec花〃かりtomo"""s(Nomura)

5.〃αcopedensp.

6.Yabepeden(?)sp.

7.Miz"ﾉlopede〃〃”z"tzz柳”のﾉα桝ai(Yokoyama)

図版UK採集地点A

（8,13は原寸，9～12は×2)

8.Acestaomorii(Aoki)

9.Limatulasp.

10.Qにlocardiasiogn池2"sis(Nomura)

11.Cyclocardiasp.

12.Cycladicama(?)sp.

13.NeptuneasatoiMasudaandYoshida

図版IV(採集地点）

（15,16は原寸，14は×2）

14.Gloγ功α"醜加crassivenium(Yokoyama)

15,16.Miz"ﾉlopec彪刀paraplebejus(NomuraandHatai)
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図版IⅡ
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